
【座長のことば】
緑内障患者数が増加の一途をたどるいま、診療にあたる私たちは、近視との鑑別、適切な治療戦略の選択、さらに
は緑内障患者に対する白内障手術など、明確な答えのない様々な課題に日々直面しています。
本セミナーでは、各分野のエキスパートの先生方にご登壇いただき、私たちが抱える課題を解決するためのヒント
をご教示いただきます。
本学会のテーマである「テクノロジーとヒューマニティの融合による緑内障の克服」を目指して、皆さんととも
に考え、立ち向かっていきましょう。
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緑内障診療に潜む課題に、立ち向かおう！
診断編・治療編
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